
令和７年度 地域連携推進会議 議事録 

事業所名 地域生活支援事業所はなうた 

開催日時 令和 8年 3月 9日（月）１０：００～１１：００ 

開催場所 地域生活支援事業所はなうた 多目的室 

 

 

 

 

出席者 

 

構成員 人数 備考 

事業所職員 

入居者 

入居者ご家族 

地域の関係者 

福祉に知見を有する方 

経営に知見を有する方 

市町村担当職員 

３ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

管理者、サービス管理責任者、支援リーダー 

 

 

区長 

基幹相談支援センター相談員 

保育園園長 

市福祉課職員 

議題 １ 主催者挨拶・地域連携推進会議の目的 

２ 出席者紹介 

３ グループホームの取り組みの説明 

４ 施設訪問及び施設訪問時の感想（構成委員の感想） 

５ 意見交換 

６ その他 

協議内容・

意見等 

１ 主催者挨拶・地域連携推進会議の目的 

２ 主席者紹介 

３ グループホームの取り組みの説明 

資料に基づき説明 

 

４ 施設訪問及び施設訪問時の感想 

・はなうたのトイレが狭い為、車いすの利用の方が入居されるかもしれない為、現在のトイレ

のままで対応できるかが気になった。 

 

５ 意見交換 

質問：「人員配置は現状のままで大丈夫であるか？」 

回答：「制度上の配置基準は満たしている。夜間・深夜帯は職員 1名で対応しているが、1名での

対応が困難となる場面も想定される。緊急時においては住まいが近くの職員が応援に駆

けつける体制を取っているが、より安心安全なサービス提供が出来るように支援体制の

整備を進めている。」 

意見：「地区内に、はなうたの周知がうまく行えていない。広報活動を強化してほしい。」 

回答：「今後地域イベントへの参加をしながら、事業所の広報活動も強化していきたいと考えて

いる」 

意見：「今後山鹿の福祉事業所の管理者を集めて地域支援部会の開催を検討している。その際は

参加をお願いしたい。またネット上でリンクをつなぎ、地域のグループホームの広報活動

を支援したい。」 

回答：：：「地域支援部会にはぜひ参加をさせていただきたい。また広報活動の支援もお願いしたい」 

意見：「数年前より息子が利用しているが、本人の好きな温泉や散髪など必要に応じて対応して

もらっていて満足している。はなうた利用前までは他の施設で過ごしていたが、今後の



送迎の事を考えると、不安に思っていた。現在は、はなうたの近所に住んでいるので入

居中の様子も容易にみる事が出来るため安心している。」 

質問：「何か災害が行った場合避難所はどこになっているか？」 

回答：「山鹿健康福祉センターを想定している」 

意見：「健康福祉センターへ避難した場合に特別配慮することがあれば、事前に伝えておいた方

が良いのではないか？」 

回答：「今後検討し、必要に応じて対応していく。」 

意見：：「アヤナス山鹿は建物の作りが頑丈である為、必要に応じて住民の避難を受け入れてほし

い。」 

回答：：：「現在、非常食などの備蓄は利用者の数に応じて準備を行っているが、今後地区住民の方の

受け入れを想定した準備も今後検討していきたい。」 

 

６ その他 

 特になし 

以上 

 

 


